
水道料金について

• 第1回 湯河原町上下水道経営審議会

• 湯河原町上下水道課

資料５



水道料金算定要領（2025年改訂版）のポイント
公益社団法人 日本水道協会 ｜ 水道料金は「将来にわたり安定して給水できる原価」を基礎に算定

料金収入＝総括原価 ▶ 現在の運営費だけでなく、施設更新等に備える費用も料金原価に含める

①算定の基本原則

●需要予測・施設計画

合理的な給水需要予測と、それに
対応する施設計画を前提

●適正な原価

誠実・能率的な経営の下で必要と
なる費用を算定

●期間的な公平

現世代だけに偏らず、将来世代と
の負担の公平にも配慮

●算定期間

概ね将来3～5年を基準

②総括原価方式

総括原価＝営業費用＋資本費用

営業費用

人件費／動力費
薬品費／修繕費
減価償却費 など

＋

資本費用

支払利息
＋

資産維持費

※ 料金算定期間中の料金総収入額を総括原価と一致させる考え方

③資産維持費が重要

将来の施設更新・再構築等の
原資として内部留保する費用

資産維持費
＝対象資産×資産維持率

資産維持率：3％を標準

ただし、中長期の施設整備・更新計画
、財政計画等に照らし、各事業者が適
正な水準を決定

説明の要点▶ 老朽施設の更新・耐震化を継続するには、「減価償却費だけ」ではなく資産維持費を含む総括原価を料金に
反映することが基本

出典：公益社団法人 日本水道協会「水道料金算定要領」（令和7年2月／2025年改訂） 2



水道料金の事例

小田原
市

2026年７月、上下水道事業運営審議会
へ「水道料金改定について」諮問

南足柄
市

2025年7月から平均22.8％の改定。一
般会計からの繰入れによる激変緩和。

開成町 2026年10月1日から19.25％改定。2か
月の基本料金は20㎥まで1,400円から
1,630円へ引き上げ。

松田町 2026年10月請求分から35%引き上げの
料金改定を実施(これまで30年以上据
え置いてきた)。

中井町 2026年4月より水道運営協議会へ「水
道料金の改定について」諮問し、現在
検討段階

真鶴町 2026年4月から改定率は34％（現行の
水準から1.34倍）料金改定を実施

令和6年4月現在

多くの自
治体で改
定手続き
中
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